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◇
認
知
症
と
は 

 
 

ヒ
ト
の
脳
は
、
約
150
億
個
の
神
経
細

胞
か
ら
な
っ
て
い
て
、
こ
の
神
経
細
胞
は

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
伝
達
す
る
機
能

を
持
っ
て
い
ま
す
。
年
齢
を
重
ね
る
ご
と

に
、
脳
の
神
経
細
胞
は
１
日
10
万
個
消

失
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
神
経
細

胞
が
消
失
す
る
こ
と
で
、
記
憶
が
曖
昧

に
な
っ
た
り
、
部
分
的
に
忘
れ
て
し
ま
っ

た
り
す
る「
物
忘
れ
」
が
起
こ
り
ま
す
。

こ
れ
と
は
別
に
、
正
常
に
成
熟
し
た
脳

の
神
経
細
胞
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
に

よ
っ
て
壊
れ
る
こ
と
で
、
記
憶
や
判
断
力

が
な
く
な
っ
た
り
、
さ
ら
に
性
格
に
変

化
を
き
た
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

状
態
を「
認
知
症
（
に
ん
ち
し
ょ
う
）
」
と

い
い
ま
す
。「
認
知
症
」
の「
症
」
は
、
様
々

な
症
状
が
集
ま
っ
た
状
態
を
指
し
示
す

「
症
候
群
（
し
ょ
う
こ
う
ぐ
ん
）
」
の
症

で
、
病
気
そ
の
も
の
を
指
し
示
す
「
診
断 

歯
科
医
師 

 

東
海
林 

 

克 
 

平
成
22
年
３
月
に
、
本
県
の
高
齢
化
率
（
県
全
人
口
に
お
け
る
65
歳
以
上
の
人
口
の
占
め
る
割

合
）
が
29
％
を
超
え
、
日
本
一
の
高
齢
県
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
22
年
の
認
知
症
患
者
数
は
、
226

万
人
で
、
今
後
人
口
の
高
齢
化
率
の
上
昇
に
伴
っ
て
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
、

認
知
症
の
概
要
と
、
歯
科
疾
患
と
の
関
連
、
そ
し
て
歯
科
治
療
時
の
注
意
点
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す 

 

と
歯
科
治
療 

そ
の
① 

 

 

 

 

 2004 年 3 月に開催された日本老年医学会において「『痴呆』と

いう言葉が差別的である」と問題提起があった。これを受けて同

年 6 月厚生労働省において、医療・福祉などの専門家を中心と

した用語の検討が始まった。「痴呆」に替わる用語として選定を

行った。「認知障害」という用語が選定されたが、従来の医学上

の「認知障害」と区別できなくなることから、この呼称は一時見送

られた。                                               

同年 12 月 24 日付で、法令用語を変更すべきだとの報告書

（「痴呆」に替わる用語に関する検討会報告書）がまとめられた。

厚生労働省老健局は同日付で行政用語を変更し、「老発第

1224001 号」により老健局長名で自治体や関係学会などに「認

知症（にんちしょう）」を使用する旨の協力依頼の通知を出した。

関連する法律上の条文は、2005 年の通常国会で介護保険法の

改正により行われた。 

医学用語としては、まず日本老年精神医学会が「認知症」を

正式な学術用語として定め、関係 40学会にその旨通知した。現

在の医学界では、「痴呆」はほぼ「認知症」と言い換えられてい

る。主に心理学や神経科学系の学会では、従来より「認知」とい

う語を厳密に用いてきたため、学会として認知症という語に反対

している。 

「痴呆」と言う言葉は「一度獲得された知能が、後天的な大脳

の器質的障害のため進行的に低下する状態」を指し、「認知症」

と言う言葉より症状を的確に表しているという意見もある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症の症状 

と
し
て
見
ら
れ
る「
中
心
と
な
る
症
状

（
中
核
症
状
）
」
で
あ
る「
記
憶
障
害

（
き
お
く
し
ょ
う
が
い
）
」
、「
実
行
機
能

障
害
（
じ
っ
こ
う
き
の
う
し
ょ
う
が

い
）
」
、「
失
認
（
し
つ
に
ん
）
」
、「
失
行

（
し
っ
こ
う
）
」
、「
失
語
（
し
つ
ご
）
」
と
、

人
に
よ
っ
て
出
た
り
出
な
か
っ
た
り
、
あ

る
い
は
重
篤
度
に
違
い
の
あ
る「
周
辺

の
症
状
」
で
、
最
近
で
は「
B

P

S

D
（Beh

avio
ral an

d P
sych

o
lo

gic
al S

ym
pto

m
s 

o
f D

e
m

en
tia

）
」
と
呼
ぶ
こ
と
の
多
い「
幻
覚

（
げ
ん
か
く
）
」
、「
妄
想
（
も
う
そ

う
）
」
、「
徘
徊
（
は
い
か
い
）
」
な
ど
が
あ

り
ま
す
（下
図
参
照
）。 

 

「認知症」という用語について 

 

名
（
し
ん
だ
ん
め
い
）
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん

(1)

(2)
。
（
用
語
変
更
の
経
緯
に
関
し
て

は
、
右
下
に
記
載
し
ま
す
。
） 

 

◇
認
知
症
の
定
義 

 
国
際
的
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
認

知
症
の
診
断
基
準
と
し
て
、「
世
界
保

健
機
関
（
W

H

O
）
」
に
よ
る
I

C

D-

10
に
よ
る
認
知
症
の
定
義
は
、 

「
通
常
、
慢
性
あ
る
い
は
進
行
性
の

脳
疾
患
に
よ
っ
て
生
じ
、
記
憶
、
思
考
、

見
当
識
、
理
解
、
計
算
、
学
習
、
言
語

判
断
等
多
数
の
高
次
脳
機
能
の
障
害

か
ら
な
る
症
候
群
」 

と
さ
れ
て
、
裏
面
の
図
の
よ
う
に
要
約

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

◇
認
知
症
の
症
状 

 

認
知
症
の
症
状
に
は
、
認
知
症
で
主 

 



 

中通歯科通信 NEO 
 

◇
認
知
症
の
各
症
状
と
歯
科
と
の
関

連 

  

中
核
症
状 

  

１
．
記
憶
障
害 

 

自
分
の
体
験
し
た
出
来
事
や
過
去
に

つ
い
て
の
記
憶
が
抜
け
落
ち
て
し
ま
う
障

害
の
こ
と
で
す
。
自
覚
の
あ
る「
物
忘
れ
」

と
は
違
っ
て
自
覚
の
な
い
物
で
、
短
期
記

憶
、
長
期
記
憶
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
、
手

続
き
記
憶
、
意
味
記
憶
の
大
き
く
５
つ
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

  
 

《
引
用
文
献
》 

 

(1)e
-

65
ネ
ッ
ト 

認
知
症
を
知
り
、
認
知
症
と
生
き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 

(2)
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア 

 

(3)
神
経
内
科 

渡
辺
ク
リ
ニ
ッ
ク 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 

(4)
一
般
社
団
法
人 

日
本
神
経
学
会 

認
知
症
疾
患
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン 

 

(5)
オ
ー
ラ
ル
ス
タ
ジ
オ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 

(6)
東
京
海
上
日
動
あ
ん
し
ん
生
命 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 

 

歯
科
と
の
関
連 

 

日
常
生
活
の
リ
ズ
ム
が
不
安
定
に
な

っ
た
り
、
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
生

命
維
持
の
た
め
に
必
要
な
栄
養
摂
取
行

為
で
あ
る「
食
事
」
を「
摂
る
」
、
あ
る
い

は「
摂
っ
た
」
と
い
う
こ
と
に
関
す
る
記

憶
が
定
か
で
な
く
な
る
こ
と
が
見
ら
れ

ま
す
。「
食
事
」
を
摂
っ
た
と
い
う
記
憶

が
定
か
で
な
く
な
る
こ
と
に
伴
な
っ
て
、

「
食
後
は
口
腔
内
が
汚
れ
る
」と
い
う
認

識
が
さ
れ
ず
ら
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ

の
結
果
、
口
腔
内
の
清
掃
が
疎
か
に
な

り
む
し
歯
や
歯
周
病
が
進
行
し
た 

 

 

 

 

 G1. 以下の各項目を示す証拠が存在する 

    １）記憶力の低下 

      新しい事象に関する著しい記憶力の減退、重症の例では過

去に学習した情報の想起も障害され、記憶力の低下は客観

的に確認されるべきである。 

    ２）認知能力の低下 

      判断と思考に関する能力の低下や情報処理全体の悪化であ

り、従来の遂行能力水準からの低下を確認する。 

    １）、２）により、日常生活動作や遂行能力に支障をきたす 

 

 G２. 周囲に対する認識（すなわち、意識混濁が無いこと）が、基準

G1 の症状をはっきりとするのに十分な期間、保たれているこ

と。せん妄のエピソードが重なっている場合には認知症の診断

は保留。 

 

 G３. 次の１項目以上を認める 

    １）情緒易変性 

    ２）易刺激性 

    ３）無感情 

    ４）社会的行動の粗雑化 

 

 G４. 基準 G1 の症状が明らかに６か月以上存在して確定診断され

る。 

                                    引用（4）より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ICD-10による認知症診断基準の要約 

 
り
、
お
口
の
粘
膜
に
様
々
な
感
染
症

を
引
き
起
こ
す
も
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
付
け
外
し
が
で
き
る「
入
れ
歯
」
に

関
し
て
も
、
入
れ
歯
が
あ
る
こ
と
自
体

を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
の
で
、

毎
食
後
の
清
掃
や
義
歯
洗
浄
剤
の
使

用
、
残
っ
て
い
る
自
分
の
歯
の
清
掃
を

し
な
く
な
る
こ
と
で
、
む
し
歯
や
歯
周

病
だ
け
で
な
く
、
不
潔
な
入
れ
歯
を

長
期
に
い
れ
た
ま
ま
に
す
る
こ
と
で
、

入
れ
歯
の
当
っ
て
い
る
粘
膜
に
炎
症
を

起
こ
す
「
義
歯
性
口
内
炎
（
ぎ
し
せ
い

こ
う
な
い
え
ん
）
」
や
「
カ
ン
ジ
ダ
菌
」
の

感
染
で
あ
る「
口
腔
カ
ン
ジ
ダ
症
」
な

ど
の
各
種
感
染
症
を
お
こ
し
や
す
く

な
り
ま
す
（下
図
参
照
）。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

以
下
次
号
に
続
く  

 

食べ物を咀嚼するときに働く筋肉が衰えることと、

「食べ物が口の中に残っている」感覚がなくなること

で、感覚がなくなった側に食べ物が残ったまま、入

れ歯にくっついている状態です。 

記憶障害に伴ってお口の中に 

起きやすいこと 

 

 

【義歯性口内炎】 

【口腔カンジダ症】 

入れ歯の清掃を怠ると・・ 
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